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  Selecting Books for Children Up To 

 Age  3  : In Response to Psychological vs. 

      Morphological Development 

                               Yasuko Shirasu 

  Many guidebooks and booklists are available in Japan for those who 

are interested in or responsible for selecting good books for children of all 

ages. Recommended books are most commonly selected, taking the 

psychological development of the children into consideration. There is, 

however, a unique method of matching appropriate books to children 

based on their morphological development. In this study two booklists 

containing quality books for children between the ages of 0 and 3 years 

old are compared in detail. They were compiled by two different 

non-profit-making organizations offering specialist courses in children's 

books for adults. One of the main findings of the current study is that 

there exists a considerable difference in the choice of books between these 

two lists. Only 10 per cent of the total number of books on the lists are 

the same. Three conclusions can be made about the booklist which was 

compiled in response to the morphological development of the children. It 

is more useful on the grounds : that it contains a larger proportion of 

newly-published books ; that it is based on the accurate content analysis of 

individual books ; and that the selected books are listed month by month 

corresponding to the growth of children.
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0～3歳 児を対象 とした絵本の選書

～心理学的発達対応 と形態学的発達対応～

白 須 康 子

は じめに

2003年 か ら今年にかけて二っのNPO法 人が主催する子どもの本 に関

する講座を受講 し、二っの異なる選書論に触れる機会を得た。一つは小

樽 をベースに1988年 か ら 「大人のための児童文化講座」を開いている

絵本 ・児童文学研究センターである。 ここでは成人の生涯教育の一環 と

して多様な児童文化の世界を絵本 ・児童文学を中心に心理学や哲学の観

点 も取 り入れて54回 の基礎講座を開講 している。 もう一つ は山梨県に

子 どもの本 の図書館を設立す る目的で2005年 に立 ち上 げたばか りの

NPO法 人山梨子 ども図書館による、全50回 の講義で構成される 「子ど

もの本の専門家養成講座」である。

子 どもの成長段階に応 じた適切な本を選書するための拠 り所 として、

現在主流になっているのは発達心理学である。絵本 ・児童文学研究 セン

ターでも発達心理学およびユ ング心理学を基盤 とした年齢対応の選書を

行 い、0歳 児か ら中学 ・高校生および0般 読者までを対象 とした児童書

の年齢別 ブック リス トを講座受講者用のテキス ト(『基礎講座資料集

改訂版TEXT1』 絵本 ・児童文学研究セ ンター編、2002)の 中に盛 り込

んでいる。0方 、山梨子 ども図書館では長年にわたって絵本 ・児童書の
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専 門 店 を経 営 し、 ブ ック ク ラブの子 ど もた ち(0歳 児 か ら高 校 生)に 毎

月一 人 一 人個 別 の選 書 ・配 本 を行 って い る長 谷 川敏 夫 氏 が発達 対 応 の選

書論 お よ び子 ど もの本 の選 び方 の講 座 を担 当 し、形 態 学 を援用 した独 自

の絵 本 と子 ど もの本 の選 書 論 を展 開 して い る。

そ こで 、本 稿 で は生 後10ヶ 月 か ら3歳 児 まで に対 象 を限 定 して、絵

本 ・児 童 文学 研 究 セ ンターの ブ ック リス トと山梨 子 ど も図書館 が講座 の

資 料 と して提 示 した代 表 的選 書 リス ト(2003～05年 にか けて ブ ック ク

ラ ブの子 ど もた ち に実 際 に配本 され た絵 本 の うち代 表 的 な ものを選 ん で

作成 した もの)を 比 較検 討 し、心 理学 的発達 対 応 と形 態学 的 発達 対応 に

よ る選 書 で どの よ うな相 違 が 見 られ るか を調 べ て み た い。 な お、 前者 を

補 足 す る もの と して 『す て きな絵 本 にで あ え た ら』(工 藤、2004)も 参

考 にす る。

選 書論 とブ ック リス ト

上記二っのブック リス トの具体的な比較検討に入 る前に、 日本におけ

る絵本 と子どもの本 に関する選書の基準を明示 し、それに対応する選書

例を挙げている文献 と、参考書 として読者が利用できるように個々の絵

本の内容や対象年齢を紹介 しているブックリス トを概観 しておくことに

する。

まず、 本格 的 な子 ど もの本 の評 論集 と して瀬 田(1985)の 『絵 本論 』

が挙 げ られ る。 作家 お よび翻訳 者 と して の立 場 か ら古 典絵 本 を中心 と し

た一 っ一 っ の作 品 に対 す る評価 や作 家論 な どを詳 細 に試 みて い る。一 般

読 者 向 けの選 書 論 と して は 『絵 本 の与 え方 』(渡 辺 、1978)、 『子 ど もの

本 の選 び方 ・与 え方 」 嶋 越 、1982)、 『絵本 の森 へ」(松 居 、1995)等 が
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あ る。 渡 辺(1978:83～5)は 良 い絵 本 の条件 と して(1)一 つ の意 図 が

一冊 に ゆ きわ た った もの
、(2)芸 術 的 にす ぐれ た絵 、(3)す ぐれ た こと

ば一文章 一 物語 、(4)絵 と文 章 の一 致 した もの、(5)発 達 段 階 に適 した

もの、 の五 っ を列 挙 し、 特 に絵 本 とい うメ デ ィア特 有 の視 覚 芸術 的側面

と文 芸学 的 な物 語 性 の重 要性 を強調 して い る。

ブ ック リス ト系 の文 献 で は、 日本 児 童 文 学 者 協 会 が1977年 に刊 行 し

た 『日本 の 絵 本100=選 』 と 『世 界 の 絵 本100選 』 の 改 訂 版 が と も に

1981年 に出 版 さ れ て い る。 ど ち ら も当 時 入 手 可 能 な もの(海 外 の作 品

につ いて は邦訳 が入手 可 能 な もの)に 限定 した選 書 を行 って い るが 、後

者 に関 して は 「絵 本 の原 書 の制 作 年 代 は選 択 の際 の条 件 とは しな か っ

た」(p.6)と 断 って い る。 これ ら2冊 の ブ ック リス トは同 じ時点 で 日

本 と海 外 の絵 本 を それ ぞ れ 同 じ数 だ け選 ん で い るが、 『改 訂 ・日本 の絵

本100選 』(1981)は 前 回 に 比 べ て 約 半 数 が 入 れ 替 わ り、 そ の 内 訳 は

1970年 代 の作 品が59冊 、80年 代 の作 品 も12冊 入 って い るの に対 して、

1950～60年 代 の作 品 は29冊 で あ り、 全体 の約7割 が比 較 的新 しい本 に

な って い る。 そ れ に対 し、 『改訂 ・世 界 の絵 本100選 』(1981)で は、 前

回 との入 れ替 わ り率 は約3割 に留 ま り、1970～80年 代 の新 しい作 品が

60冊 、1950～60年 代 の 古 い作 品 が40冊 で、 い わ ゆ る 「古 典 」 対 「新

刊 」 の割 合 が2対3と 日本 の絵 本 に比 べ て古 典重 視 の傾 向が見 られ る。

ただ し、 これ らの本 の 出版年 は邦 訳 が 出 た年 なので 、原 書 の出版年 を問

題 にす れ ば海外 絵 本 の古典 重 視 の傾 向 は更 に強 ま る。

この よ うに従 来 の ブ ック リス トは長 い年 月 にわ た って子 ど もた ちに読

み継 が れ て きた海 外 の古典 的作 品 を多 く含 み、 すで に評 価 の定 ま った絵

本 に重点 を置 きす ぎて、新 刊 の優 れ た作 品 が あ ま り収録 され て い ない よ

うな実 用 性 に欠 け る もの が 多 か った。 そ れ に異 を唱 え て清 水(1984・
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1985・1986)は 幼 稚 園 ・保 育 園児 を対 象 に した300冊 の ブ ック リス トを

作 成 す る際、1970年 代 以 降 に 出版 さ れ た新 しい絵 本 を積 極 的 に選 び、

国産 絵 本 と翻訳 絵 本 の割 合 を3対2と い う構 成 比 に して、 日本人 の作家

に よ る 日本 の子 ど もた ちの文化 や風土 に合 った作 品 を多 く採 り入 れ、更

に全 体 の1割 強 を広 い意 味で の科 学 を扱 った 「知識 絵 本」 が 占め るよ う

に配 慮 した。 また、 この ブ ック リス トの巻末 に は対 象年 齢 別 リス トの ほ

か に、 季節 別 、主 題 別 、主人 公 別 の各 リス トが載 って い る。 これ とほぼ

同 じ年 齢層 の子 ど もを対 象 と した最 近 の ブ ック リス トと して は、 ち ひ ろ

美 術 館 編 の 『親 子 で楽 しむ え ほん100選 』(1999)が あ る。 な お、本 稿

で 扱 う0～3歳 児 に 対 象 を 絞 っ た もの と して は、 田 中(1995)や 向 川

(1998>の ブ ック リス トが あ る。

清 水(1984・1985・1986)の ブ ック リス トと同様 の形 式 一一 っ ま り各

作 品 を五十 音 順 に配 列 し、絵 本 の表紙 の写真 、 書名 、著 者 ・画家 名 、 出

版 社 、初 版 年、 本 のサ イ ズ、 ペ ー ジ数 、価 格 とい った書 誌 的事 項 の ほか

に簡 単 な内容 の紹 介 を加 え る を採 用 して い るが小学 生 対象 の絵 本 も

扱 って い るのが、 日本子 ど もの本 研究 会 絵本 研 究部 編 の 『え ほん:子 ど

もの た め の500冊 』(1989)と そ の 追 補 版 『え ほ ん:子 ど もの た め の

140冊 』(1995)で あ る。 そ して 、絵 本 の み な らず ヤ ング ・ア ダル ト向

けの作 品 まで更 に対 象年 齢層 を拡 大 して子 ど もの本 全般 を テ ー マ別 に解

説 して い る もの に、 『絵 本 ・子 ど もの本 総解 説 第5版 』(赤 木、2002)が

あ る。 しか し、 この ブ ック リス トで はヤ ング ・ア ダル ト対 象 の本 に のみ

YAの マ ー クが 付 いて い るが、 それ以 外 の絵 本 ・児童 書 には対象 年 齢 が

提 示 され て いな い。 『大 人 の ため の児 童 文学 講 座』(田 中、2005)は 児 童

文 学 の 中心 的 な テ ー マで あ る 「家 族」 と 「子 ど も」 に焦 点 を絞 って47

冊 の世 界 の児童 文 学 作 品 を紹 介 して い る。

こ こまで紹介 した ブ ック リス トは基 本 的 に大人 の利 用 者 を対 象 と した
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もので あ るが、本 を読 む のが 好 きな小 学 生 以上 の子 ど もた ちに 自分 の手

で 自分 に合 った本 を探 し出 す のを手 助 けす るため の テ ーマ別 ブ ックガイ

ド 『キ ラキ ラ読 書 ク ラ ブ:子 ど もの本644冊 ガ イ ド』(2006)が 最 近 刊

行 され た。

絵本 ・児童 文 学研 究 セ ンタ ーの ブ ック リス ト

絵本 ・児童 文学 研 究 セ ンターで は発達 心 理学 と近代 教 育理 論 の感 覚 教

育 を重 視 した発達 論 を選書 の ベ ース と して い る。就 学 前 の子 ど もにっ い

て はそ の心 理 学 的発 達 段 階 に応 じて4っ の年 齢 層(0～3歳 、3～4歳 、4

～5歳 、5～6歳)に 区分 し、 それ ぞれ に対 応 した選書 を行 って い る。 ま

ず 、0～3歳 前 後 の母 子 一 体 感 覚 の世 界 に生 き る子 ど もに は五 感 覚 の発

達 を促 す よ うな絵 本 を中心 に与 え る こ とが重 要 で あ ると して い る。次 に、

3～4歳 児 にな る と体 験 領 域 の拡大 と と もに母 子 分 離 の心 理 が 表 れ る。

この心 理 的 に不安 定 な時期 に はバ ラ ンス感覚 を保 っ ことが大 切 で、 目的

重 視 型 の 『し ょ うぼ う じど う しゃ じぶ た』(渡 辺 ・山本 、1963)の よ う

な物 語 と、存 在重 視 型 の 『どろ ん こ こぶ た」(ロ ーベ ル、1971)の よ う

な物 語 の両方 を与 え て い く必 要 が あ る と して い る。 この よ うに して分 離

不 安 を体験 した子 ど もは4～5歳 に な る と第 一 次 反 抗 期 を迎 え、 空 想 力

の発達 と と もに アニ ミズ ムの世界 で遊 ぶ よ うにな るので、 この時期 の子

ど もには人形 や動 物 を擬 人 化 した物語 や ナ ンセ ンス ・科学 ・言葉 遊 び の

本 な どが必 要 に な る。囑そ して、5～6歳 児 は 自我 の萌 芽 期 を迎 え、 意 識

的 な世 界 が芽 生 え始 め る。 この時期 に は近 代教 育理 論 の本質 で あ る と こ

ろ の多 くの感 動体 験 を通 して心 の 内部 感 覚 を活 性化 させ る ことが重 要 に

な る。 彼 らに は自然 や対人 関係 を扱 った絵 本 、更 に 自分 の発 見 を通 して

生 きる喜 びを高 め る こ とが で きるよ うな芸 術性 、文 化 性 の高 い作 品 を与

観
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えて い くべ きで あ る と して い る。

この よ うな考 え に基 づ いて絵本 ・児 童 文学 研 究 セ ンターで は選 書 を行

い、 受 講生 用 の テキ ス ト(2002)に 資料 と して年齢 別 ブ ック リス トを掲

載 して い るが 、 それ に は書 籍 名、 著者 ・挿絵 画 家 ・訳 者 の名前 と出版社

お よび 出版 年 とい った書 誌 的事 項 のみが 記載 されて い る。 本 稿 で対 象 と

して い る年 齢 層 の子 ど も向 け の絵 本 にっ い て は 「0～3歳 前 後 」 の ブ ッ

ク リス トに書 名 の五 十 音 順 に合 計75冊 の絵 本 が ま とめて紹 介 され て い

る。3歳 以 降 の就学 前 の子 ど もと小 学生 にっ いて は 「3～4歳 前後 」、 「小

学5～6年 生 」 とい うよ うに、2年 ま た は2学 年 を ひ とっ の ユ ニ ッ トと

して各 ブ ック リス トを作 成 し、 中学生 ・高校 生 ・一 般 対象 の もの は0括

して約300冊 の児 童文 学 作 品 を紹 介 して い る。 そ して、 どの リス トの 冒

頭 に も 「本 資料 はス タ ンダー ドが中心 です」 との但 し書 きが添 え られ て

い る。

山梨子ども図書館の代表的選書 リス ト

山梨子 ど も図書 館 は選 書 の ガ イ ドライ ンを設定 す るにあ た り、 適応 図

書 を概念 論 的 に人 問心 理 に適 合 させ る方法 は客観 性 に乏 しい と して 、人

間 の生物 学 的 な成 長 段 階 に適 合 した論 理 的 で、 よ り客観 性 の高 い ものを

求 め るた め に形 態学 を そ のベ ー ス と して い る。形 態学 とい う用 語 はゲ ー

テが作 った もの で、 『ブ リタニ カ国 際大 百 科 事 典 第6巻 』 に よ る と 「生

物 の体 の もっ形 態 ・構 造 の あ り方 、意 義、 法 則性 な どを論 じる生 物学 の

0分 野 」 で あ り
、 「生 物 の個 体 お よ び個 体 以 下 の レベ ル で 目に見 え る も

の を対 象 とす る」(1995:148)と あ る。 この よ うにゲ ー テは 自然 哲 学 的

な立 場 か ら生 物 体 が どの よ うに形成 され、 変 成 して い くか を研 究 す る学

問 を形 態 学 と呼 ん だ。 そ して、 この よ うな生物 学 の一 分 野 で あ る形 態 学
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の方 法 を文化 の場 面 に応 用 した のが文 化 形 態 学 で あ る(r世 界 大 百科 事

典 第8巻 」1988:528)。

そ こで、 山梨 子 ど も図書 館 の選 書 論 の特 徴 は、 まず 「個体 発 生 は系 統

発生 を繰 り返 す 」 とい うヘ ッケル の反復 説 を応 用 した系 統 的選 書 に よ っ

て読書 に0定 の方 向性 を与 え る こと、次 に生 物学 的 な ヒ トの成 長、 特 に

乳 幼児 の認 識 力 の発 達 段 階 と大脳 旧皮質 の完成 過 程 を考 慮 した段 階 的 な

選書 を行 う こと、更 に成長 の方 向予 測 と して トイ ンビー と シュペ ング ラ

ー の文 化形 態学 を援 用 して い る ことで あ る
。① 哲 学、 ② 高等 宗 教、 ③ 戦

闘 体 とい う3つ の条 件 を満 た した文 明 の みが正 常 な世 界 国家 に成長 す る

こ とが で きた とい う トイ ン ビー(1979)の 理論 を人 間 に当 て はめ ると、

① は 自己 の方 向性 に対 す る方 法論 、 ② は他 へ の影 響 力 の大 きい高度 な人

格 、③ は これ ら2っ を表現 す るため の体 力 とな り、 この3つ がす べ て揃

って初 めて 健全 な人 間 といえ るわ けだ が、 ③ は子 ど もが遊 びを通 して身

につ け る もの で あ るか ら、① の方 法 論 と② の高度 な人 格 を絵 本 の読 み聞

かせ や 自 ら読 書 す る こ とによ って培 う ことを将 来 的 な 目標 と して見 据 え

て い る。

以上 の考 え方 を基 盤 に した 山梨 子 ど も図書館 の代表 的選書 リス トに は

本 稿 で扱 う0～3歳 児 向 け の絵 本 は、生 後10ヶ 月 ～2歳 児 対 象 の ものが

45冊 、2～3歳 児 対 象 の もの が37冊 、 合 計82冊 が掲 載 され て い る。 こ

の選書 リス トの特色 は、 まず 子 ど もの成 長 段 階 に即 して3歳 まで は月齢

ご とに、3歳 以 降 の未就 学 児 の リス トは1年 を 四半 期 に分 割 して、 就学

児 対象 の リス トは4月 か らス ター トして月 毎 にそ れぞ れ詳細 な選書 が行

われ て い る ことで あ る。第 二 にす べて の代 表 的選 書 リス トに共 通 して い

る こ とだが、 「基 軸 に な る選 書」 の ほか に 「副 読 本 的 ・補 助 的 に加 え る

選 書」 と 「性 差 ・季 節 対応 の選書 」 を行 って い る点 で あ る。第 三 に どの

リス トに も 「2003～2005年 」 と記 され て い る よ うに、 そ の リス トは絶
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対 的 な もので はな く、 毎 年 日本 で 出版 され る約800冊 の新刊 絵 本 の中 か

ら内容分 析 に よ って優 れ た もの を選 書 す る ことに よ り、 常 に最 新 の もの

に ア ップ デ ー トされ る こ とで あ る。

ブ ック ス タ ー トと フ ァー ス トブ ック

発 達 心理 学 で は生 後1ヶ 月 か ら1歳 半 まで の時期 を乳 児 期 、1歳 半 以

降3歳 まで を幼 児 前期 と呼 ん で い る。 ピァ ジヱの認 知発 達理 論 に よ る と

乳児 期 の子 ど もは外界 の対象 を認知 す る手 段 と して主 に感覚 と運動 に頼

るが、1歳 半 か ら2歳 にか けて 「表 象 能 力」 が発 達 す る と、 実 際 に 目の

前 に は存 在 しな い対象 につ いて もそ れを頭 の中 に思 い浮 か べ た り、 以 前

見 た対象 を思 い出す ことに よ って心 内 に再 現 す る こ とが で きるよ うにな

る。 この表 象能 力 の出現 に よ って絵 本 を見 て も、 そ の絵 が何 の絵 なの か

理 解 で き るよ うに な る(田 島、 西野 、 矢澤;1985)。

一 般 的 に生 後10ヶ 月 が ブ ックス ター トの時 期 と されて い るが
、 これ

は ピア ジェが 「対 象 の永 続性 」 の理 解 が始 ま るのが生 後9～11ヶ 月 頃で

あ る と述 べ て い る ことに よ る。 しか し、 そ の後 の研究 で子 ど もは乳 児 期

の もっと早 い時期 か ら隠 され た対象 の存在 を理 解 して い る ことが わ か っ

て い る(吉 田、 片 岡;2003)。 それ で も、 絵 本 ・児 童 文 学 研 究 セ ンター

を は じめ心理 学 的発 達 対応 の立場 を とる場 合 は、 個人 差 な どを考 慮 して

ブ ックス ター トを生 後10ヶ 月 頃 と して い る と ころが多 い。

一 方 、形 態 学 的発 達 対 応 の立場 を とる山梨 子 ど も図書 館 も生 後10ヶ

月 を ブ ックス ター トの 目安 と して い る。 そ の理 由 の ひ とっ は生 後10ヶ

月頃 か ら認識 力 が急 速 に発 達 し、 子 ど もは平 面 に プ リン トされ た表 象 の

認 識 が可 能 にな る ことで あ る。 もうひ とっ は大 脳 生理 学 的 に誕生 時 に は

未 発達 で あ った本能 や感 情 を司 る大 脳 旧皮質 の形成 が あ る程 度完 成 して
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くるのが この時期 で あ るか らで あ る。

工 藤(2004)は フ ァース トブ ックの条 件 と して(1)五 感 を刺激 す る、

と(2)同0性 を感Lさ せ る、 の2点 を挙 げ て い る。特 に適 した本 と し

て、 『ど うぶ っ の お や こ」(藪 内、1966)と 「い な い い な い ば あ」(松

谷 ・瀬川 、1967)を 紹 介 して い る。 山梨 子 ど も図書 館 の代 表 的選 書 リス

トにお いて も、 この2冊 は 「基 軸 にな る選書 」 と して取 り上 げ られて お

り、 『ど うぶ つ の おや こ」 は 「平 面 に プ リン トされ た表 象 の認q,」 が で

きるよ うに な った10ヶ 月前 後 の子 ど もに対 応 した 「実物 に近 い細 密 画」

とい う こ とで 、動 物絵 本 画家 の第一 人 者 で あ る藪 内正幸 の作 品 を選 ん で

い る。 一方 、 工 藤(2004:31)は この本 が フ ァー ス トブ ック と して優 れ

て いる理 由 と して、動 物 の赤 ち ゃん の傍 らに必 ず大 人 の動 物 が描 かれ て

い る こ とが、母 子 一体 感 覚 の世 界 に生 き る この時期 の子 ど もに心 理 的 な

安 心 感 を与 え る と述 べ て い る。

『い な いい な い ば あ」 に関 して は、 山 梨子 ど も図書 館 は 「動 作 へ の反

応」 を示 した り、 「連続 動 作 の理 解 」 が可 能 にな る11ヶ 月前 後の 子 ど も

に対 応 した 「動 作 ・しぐさな どの連続 画 」 が描 か れ て い る とい う観 点 か

ら この絵 本 を選 書 して い る。 工 藤(2004:28)は この絵 本 が視 神 経 と脳

の コ ンタク トが希 薄 な1歳 前 後 の子 ど もの 目 に馴 染 むや わ らか い中間色

で描 か れ て い る とい う点 を、 フ ァー ス トブ ック と して適 切 な理 由 の筆頭

に挙 げて い る。 山梨子 ど も図書 館 は1歳 前 後 の子 ど もの絵 本 は、 まず背

景 が無地 で見 開 きで一 種..xの ものだ けが描 か れて い る もの か ら始 め、次

に地 平線 が あ り、 背景 と対象 物 の遠近 感 が あ る もの、 それ か ら2ペ ー ジ

にわ た る連 続動 作 が描 か れて い る絵 本 へ とい う順 序 で導 入 す るのが 良 い

と して い る。
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1～2歳 児対象 の選書

1歳 児 に適 した絵 本 と して 山梨 子 ど も図書 館 は、 子 ど もが1歳 か ら2

歳 に な る過程 で認識 で きる ものが次 第 に増 えて い くの に合 わ せて 、 つ ま

り次 の よ うな認 識 力 の成長 段 階 ① メ ロデ ィー の認 識→ ② 線刻 画 と原

色 の認 識 → ③変 化 や1頂序 に対 す る初 期 的認 識→ ④ 特徴 的 な もの の個別 認

識 の開 始 に対 応 して、 ①歌 や リズ ムを扱 った 『うたえ ほん」(っ ち

だ、1988)や 『ころ こう こう」(元 永 、1984)、 ② 輪郭 の は っき りと した

原 色 使 い の挿 絵 が 描 か れ て い る 『こ ぐま ち ゃん い た い い た い』(わ か や

ま、1971)、 ③ 色 彩 や形 の変 化 が 楽 しめ る 『も こ もご もご』(谷 川 ・元 永 、

1977)、 ④ 初期 の探 し物 絵本 で あ る 『きん ぎ ょが に げた」(五 味、1982)

な どを段 階 的 に選書 して い る。 と ころが、 絵 本 ・児童 文 学研 究 セ ンター

の選書 で は③ と④ に対 応 す る絵 本 が欠 落 して い る。③ は2歳 児 で導 入 す

る 「色彩 や形 主 体 の絵 本 」、 ④ は 「ス トー リー性 の あ る文 章 語 に よ る物

語 」 へ の橋 渡 し的 な役 割 を果 たす絵 本 で あ る と思 われ るので 、 や は り1

歳 代 で導 入 して お くべ き絵本 で はな いだ ろ うか。

絵 本 ・児 童文 学研 究 セ ンター の ブ ック リス トに掲載 されて い る絵本 の

中 か ら主 だ った もの を選 ん で解 説 を加 え た 『す て きな絵 本 にで あ え た

ら』(工 藤、2004)に よ る と、3歳 に な るま で に読 ん で あ げ た い絵 本 の

ジ ャ ンル と して(1)動 物 と食 べ 物 が ドッキ ング した絵 本 、(2)擬 態 語

や擬声 語 の繰 り返 しが含 まれ た絵本 、 お よ び言 葉 遊 びの絵本 が挙 げ られ

て い る。 そ して、(1)の 代表 的 な選 書 例 と して 『しろ くま ち ゃん の ほ っ

と け 一 き』(わ か や ま、1972)、 『は らぺ こあ お む し」(カ ー ル、1976)、

『な に を た べ て き た の?」(岸 田 ・長 野 、1978)、 と 『ぐ り と ぐ ら』(中

川 ・大 村 、1963)を 紹 介 して い る。 〈こ ぐま ち ゃん〉 シ リー ズ は 山梨 子
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ど も図書 館 の選書 リス トで も1歳 の第2四 半 期 用 に2冊 入 って い るが、

そ の選 書理 由 はす で に見 た よ うに、 この時 期 の子 ど もに は線 刻 画 や原色

の認識 力 が っ くか らで あ るの に対 して、工 藤(2004:37)の 理 由 は動 物

絵本 は大脳 旧皮質 の発達 過 程 にあ る子 ど もの感 覚 に合 って お り、食 の体

験 は子 ど もで も豊 富 で あ るか らとい う もので あ る。 エ リック ・カー一ルの

絵 本 に関 して は、工 藤(2004)は 『は らぺ こあ お む し」(1976)を2歳

後 半 で与 え、3歳 児 に 『こち ゃまぜ カ メ レオ ン」(1978)を 選 書 して い

るのに対 し、 山梨 子 ど も図書館 で は2歳 の第2四 半 期 で 「色 彩 ・形 主体

の絵 本 」 と して 『こち ゃまぜ カメ レオ ン』 を補 助 的 に加 え る本 の1冊 に

選 ん で い る。 『な に を たべ て きた の?」 と 『ぐ りと ぐ ら』 は山梨 子 ど も

図書 館 の リス トに も載 って い るが 、 この2冊 は 「形 態 語 と して の語 形認

識」 が 可能 にな る3歳 児 に対応 した 「初 期 の展 開 のあ る物 語 絵本 」 と し

て選 書 され て い る。 この よ うに、(1)の 食 べ物 を扱 った動 物 絵本 とい う

ジ ャ ンル に属 す る絵本 は対 象年 齢 や選 書 の理 由 に相 違 が あ る もの の、絵

本 ・児童 文 学研 究 セ ンター と山梨 子 ど も図書 館 の どち らの ブ ック リス ト

に も含 まれ て い る。

と こ ろ が 、(2)の ジ ャ ンル に関 して は両 者 の接 点 は ほ と ん ど な い 。 工

藤(2004:32)は 擬 声 語 や 擬 態 語 を 「見 立 て 」 の 一一種 で あ る と し、3歳

以 降 の擬 人 化 に もつ な が る と い う こ と で 、 そ れ らが 繰 り返 し表 れ る絵 本

と して 、 『で ん ぐ りで ん ぐ り」(く ろ い 、1982)、 『ま い ご に な った ぞ う』

(寺 村 ・村 上 、1989)、 『ち い ち ゃん と さん りん し ゃ』(し み ず 、1983)の

3冊 を 特 に 取 り上 げて い る が 、 これ ら は どれ も山 梨 子 ど も図 書 館 の 選 書

リス トに は見 当 た らな い。 更 に、 工 藤(2004)は 言 葉 遊 び絵 本 の 秀 作 と

して 『さ よ な ら さ ん か く』(わ か や ま、1977)と 『わ に が わ に な る』(多

田、1977)を 選 ん で い るが 、 この2冊 も山 梨 子 ど も図 書 館 の リス トに は
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載 って い な い。1歳 半 か ら2歳 にか けて急 激 な言 語 発 達 が生 じるが 、理

解 言 語 はそれ以 上 で あ る と して も発 話 可 能 言語 は2歳 児 で200か ら300

語 、3歳 児 で よ うや く1,000語 程 度(無 藤 、 岡 本、 大 坪 、2004:33)で

あ るか ら、 『わ にが わ に な る』 の 中 の 「は ち と はちが は ち あ わせ 」 や

「か らす が こえ を か らす」 とい った言 葉 遊 び は3歳 以 前 の子 ど もに

は理解 す る こ とが で きな いの で は ないだ ろ うか。

因 み に、 子 ど もの認 識 力 の成 長過 程 に対 応 した山梨 子 ど も図書 館 の選

書 で 「言 葉 遊 び絵 本」 が 登 場 して くるの は、 「観 念 と意 味 の分 離 」 が可

能 に な る4歳 の第4四 半 期 とか な り後 にな って か らで あ る。 しか し、 実

際 の選 書 にお いて 山梨 子 ど も図書 館 の リス トで は まず、4歳 の初 め に性

差 対 応 の選 書 と して言 葉 遊 びの 「し りと り」 を題 材 と した男 の子 向 けの

『ま まで す す きで す す て きで す 』(谷 川 ・立 石 、1992)と 女 の子 向 けの

『ぶ た たぬ き きっ ね ね こ』(馬 場 、1978)を 導 入 して お く。 そ れか ら、5

歳 の初 め に高度 な言葉 遊 び を扱 った絵 本 を選 書 す る。基 軸 とな る選書 の

『絵 本 ことば あそ び』(五 味、1982)は 「言葉 の無 意 味 な部 分 の認 識」 を

促 す もの で あ り、 そ の ほか に男 の子 向 け と して 『こ とば の こぼ こ』(和

田、1995)、 女 の子 向 けに 『これ はの みの び こ』(谷 川 ・和 田、1979)を

用 意 して い る。6歳 の初 め に再 び女 の子 向 けの選 書 と して 『こ とば あそ

び うた』(谷 川 ・瀬川 、1973)が 取 り上 げ られ て い るが、 これ は 「言 葉

の無意 味化 と多 様 な表 現 へ の視 点」 が盛 り込 まれ たか な り高度 な言葉 遊

び の本 で あ る。

以上 の比 較 か ら絵本 ・児童 文学 研 究 セ ンター と山梨 子 ど も図書 館 の選

書 に は共 通 点 はあ る もの の、相 違 点 の方 が多 い ことが わか る。 そ こで、

も う少 し詳 し く両 者 の リス トを分 析 して み た い と思 う。 まず、 各 リス ト

に掲載 されて い る本 の初 版年 に焦 点 を当 てて み る。
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2つ のブ ック リス トの初版年比較

下記 の表 は絵 本 ・児 童 文 学研 究 セ ンタ ーが0～3歳 児 に適 応 す る絵 本

と して 選 書 した75冊 の本 と、 山梨 子 ど も図書 館 に よ る生 後10ヶ 月 ～2

歳児 を対象 と した45冊 、 お よ び2～3歳 児 対象 の37冊 、合 わせ て82冊

の代 表 的 選書 リス トにっ いて、 それ ぞ れ初 版 の年 を調 べ1960年 代 か ら

2000年 代 まで5つ の カ テ ゴ リー に分 けて、年 代 ご との本 の合 計 数 と全

体 に 占め る割 合 を算 出 した もの で あ る。

(表1)絵 本 ・児 童 文 学 研 究 セ ン タ ー の ブ ック リ ス ト:0～3歳 児

1960年 代17冊22,7%

1970年 代28冊37.3%

1980年 代26冊34。7%

1990年 代4冊5.3%

2000年 代0冊o.o%

合 計75冊100.0%

(表2-A)山 梨 子 ど も図書館 の代 表 的選書 リス ト:0～3歳 児

1960年 代13冊15.9%

1970年 代23冊28.0%

1980年 代24冊29.3%

1990年 代15冊18.3%

2000年 代7冊8.5%

合 計82冊100.0%

(表2-B)山 梨子 ど も図書 館 の代表 的選 書 リス ト ●10ヶ 月 ～2歳 児

1960年 代6冊13.3%

1970年 代12冊26.7%

1980年 代18冊40.0%

1990年 代8冊17.8%

2000年 代1冊2.2%

合計 45冊100.0%
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(表2-C)山 梨子ども図書館の代表的選書 リス ト:2～3歳 児

1960年 代7冊

1970年 代ll冊

1980年 代6冊

1990年 代7冊

2000年 代6冊

合 計37冊

18.9%

29.7

16.2%

18.9%

16.2%

99.9

上 の表 か ら絵 本 ・児童 文 学 研 究 セ ンター の選書 の特 徴 は1970～80年

代 の作 品 を 中心 に(7割 以 上)、1960年 代 か ら読 み継 が れて い る息 の長

い作 品群 も2割 以上 取 り上 げ、 す で に評 価 の定 ま った いわ ゆ る 「古 典 絵

本 」 が大 部 分 を 占め て い る こ とが わ か る。1990年 代 以 降 に発 表 され た

作 品 は 『あれ れ れれ」(柳 生 、1997)、 『あ っぷ っぷ!」(お り も、1997)、

『なが 一いお はな し』(ひ ろか わ、1998)、 『もけ ら もけ ら』(山 下 ・元 永 、

1990)の4冊 の み で全 体 の5%に す ぎず、2000年 以 降 の作 品 は一 冊 も

含 まれ て い な い。

山 梨 子 ど も図 書 館 の選 書 で も10ヶ 月 ～3歳 ま で を ま とめ た表2-A

を見 る と、1970～80年 代 に出版 され た作 品 が 中心 にな って い るが、 そ

の割合 は6割 弱 と絵本 ・児童 文 学研 究 セ ンターの リス トよ り もや や低 く

な って い る。 そ して、後 者 の選 書 と決 定 的 に異 な るの は初 版 が1990年

代 以 降 の新 しい本 の割 合 が高 い こ とで あ る。1990年 代 に 出版 され た本

だ けで15冊(18.3%)、2000年 代 の もの も7冊(8.5%)あ り、 両 方 を

合 わ せ る と22冊(26.8%)と な り全 体 の約4分 の1を 占め る。 それ に

対 し、1960年 代 か ら版 を重 ねて い る古典 絵 本 は13冊(15.9%)で2000

年 以前 に 出版 され た絵 本 の 中 で は最 も低 い数値 とな って い る。 因 み に、

山梨 子 ど も図書 館 が 選 ん だ1990年 代 に出 版 され た絵 本15冊 の うち絵

本 ・児 童 文 学 研 究 セ ンタ ーの 選 書 と重 な る もの は一 冊 も無 い。 ま た、

2000年 以 降 に出版 され た本 で 山梨 子 ど も図 書 館 の リス トに入 って い る
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の は 、 『ね ず み さん の な が い ば ん 」(多 田、2000)、 「そ ろ そ ろ ぞ ろ ぞ ろ」

(内 田 ・藤i枝、2001)、 「こぶ た ほ い くえ ん 』(中 川 ・山脇 、2001)、 『ぼ く

の せ か い を ひ と ま わ り』(M・W・ ブ ラ ウ ン、C・ ハ ー ド、2001)、 『お

や す み ク マ タ くん 』(ス トー ン、2001)、 「お や す み な さ い 』(リ ン ドバ ー

グ、 マ ック エ ル マ リー一、2005)、 『だ っ こだ っ こね え だ っ こ」(長 、2005)

の7冊 で あ る。

更 に、 山 梨 子 ど も図 書 館 の 選 書 に 関 して 表2--Bと 表2-Cを 比 較 す

る と、 後 者 で は1990年 代 と2000年 代 に 出 版 さ れ た 本 の 合 計 が13冊

(35.1%)で 、2～3歳 向 け の 選 書 全 体 の3分 の1以 上 が こ こ十 数 年 の 問

に 出版 さ れ た 新 しい 本 で あ る こ とが わ か る。 この よ うに 、 山 梨 子 ど も図

書 館 の選 書 の 特 色 は比 較 的 新 しい 本 を 積 極 的 に 採 用 して い る こ とで あ る。

2つ のブ ック リス トに共 通 の選書

次 に、絵 本 ・児 童 文学 研 究 セ ンターの リス トに含 まれて い る75冊 と、

山梨 子 ど も図書館 の リス ト(10ヶ 月 ～3歳)に 入 って い る82冊 の うち、

どち らの リス トに も掲載 され て い る共 通 の選 書 は初 版 年 の古 い順 に以 下

の15冊 の みで あ る。

1.『 か ば くん 』(岸 田 ・中 谷 、1962)

2.『 ど うぶ っ の お や こ』(藪 内 、1966)

3.「 い な い い な い ば あ』(松 谷 ・瀬 川 、1967)

4.『 お ん な じお ん な じ』(多 田 、1968)

5.『 も うね ん ね 』(松 谷 ・瀬 川 、1968)

6.『 ね な い こ だ れ だ』(せ な 、1969)

7.『 こ ぐま ち ゃん い た い い た い』(わ か や ま、1971)
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8.『 しろ くま ち ゃん の ほ っ と け 一 き』(わ か や ま、1972)

9.『 お や す み な さ い お っ き さ ま』(M・W・ ブ ラ ウ ン、C・ ハ ー ド、1979)

10.『 くだ も の』(平 山 、1979)

11.「 ど うす れ ば い い の か な?』(渡 辺 ・大 友 、1980)

12.『 ど うぶ っ の お か あ さん 』(小 森 ・藪 内 、1981)

13.『 じ ゃあ じ ゃ あ び りび り』(ま っ い 、1983)

14.『 お て て が で た よ 』(林 、1986)

15.「 が た ん ご とん が た ん ご とん 』(安 西 、1987)

この ほか に次 の3冊 が絵 本 ・児 童 文 学 研 究 セ ンター の0～3歳 の リス

トに載 って い るが、 山梨子 ど も図書 館 はそ れ らを3～4歳 にか けて与 え

る本 と して選 ん で い るの で、 この3冊 を含 め て も共 通 の選 書 は18冊 だ'

けで あ る。

16.『 ぐ り と ぐ ら』(中 川 ・大 村 、1963)

17.『 な に を た べ て きた の?』(岸1ヨ ・長 野 、1978)

18.『 は け た よ は け た よ 』(神 沢 ・西 巻 、1970)

山梨 子 ど も図書 館 は 『ぐり と ぐ ら」 を季節 対 応上 、 春 の本 なの で子 ど

もが4月 生 まれで あ れ ば3歳 に な った春 に与 え る本 と して、 『な にを た

べ て きた の?』 は3歳 の第2四 半 期 にお け る基軸 とな る選 書 の1冊 と し

て、 『は けた よ は け た よ』 は主 人 公 が 男 の子 な の で性 差 対 応 で 第1四 半

期 の 男 の子 向 けの本 と して位 置 づ けて い る。以 上 の18冊 は どれ も1960

～80年 代 にか けて 出版 され た絵 本 で、20～40年 以上 の長 い年 月 にわ た

って 日本 の子 ど もた ち に読 み継 がれ、 す で に高 い ス タ ンダー ド性 を獲 得

して い る本 で あ る。
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しか し、 共 通 の選 書15冊 以 外 で絵 本 ・児 童 文 学 研 究 セ ン ターの ブ ッ

ク リス トに載 って い る60冊 の絵 本 と、 山梨 子 ど も図書館 の67冊 は全 く

別 の選書 が な されて い る とい うこ とで あ る。 両者 の リス トに掲 載 され て

い る0～3歳 児 向 けの絵 本 の延 べ数 は142冊 で あ るか ら、共 通 の選 書 の

割合 はた った1割 にす ぎな い。 同 じ年 齢 の子 ど もを対象 に しなが ら、心

理 学 的 発達 対応 で選書 を行 うか、形 態 学 的発 達対 応 で選 書 を行 うか によ

って これ だ け大 きな違 いが 出 る とい うことで あ る。 しか し、 そ の他 に も

これ だ けの相違 を生 み 出す要 因 が い くっ か考 え られ る。

まず、 すで に触 れ た よ うに、絵 本 ・児 童 文学 研 究 セ ンターが ス タ ンダ

ー ド性 を重 視 した古 典 絵 本 中心 の選 書 を行 って い るの に対 し
、 山梨 子 ど

も図書 館 は エ990年 代 以 降 に出版 され た新 しい本 を多 く採 用 した選 書 を

行 って い る ことで あ る。 また、絵 本 ・児 童 文学 研 究 セ ンターの ブ ック リ

ス トが載 って い るテキ ス トは1995年4月 に初版 が 出て、 その後2002年

5月 に2回 目の改 訂版 が 出 て い るの に対 し、 山梨子 ど も図 書 館 の代 表 的

選 書 リス トは2003～05年 にか けて実 際 に用 い られ た もの で あ るた め、

両 者 の リス トが作成 され た年 に数 年 の開 きが あ る こ と も多少 関 係 して い

るか も しれ な い。 更 に、選 書 され る本 の古 さ ・新 しさ とい う点 に関 して

は山梨 子 ど も図書 館 の リス トの場 合 、実 際 に ブ ックク ラブの子 ど もた ち

に本 を届 けて い る長 谷 川敏 夫 氏 の配 本 プ ロ グ ラムが使 われ て い るた め、

す で に絶版 に な って い る よ うな古 い本 は当然 除外 され るが、 絵本 ・児 童

文学 研 究 セ ンターの場 合 は講座 受 講生 の た めの参考 文 献 的 な リス トの た

め、 た とえ書 店 で入 手 で きな くて も図書 館 で借 りて読 む ことが で きれ ば

よ いので、 古 い本 の割合 が高 くな って い るとい う こと もあ るだ ろ う。
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2つ のブ ック リス トで対象年齢 の異 なる選書

3歳 児 以 降 を対 象 と した絵 本 も視 野 に入 れ て2っ の ブ ック リス トを比

較 して み る と、 同 じ本 が それぞ れ異 な る年齢 層 の子 ど も向 けの本 と して

選 書 されて い る もの が あ る こ とが わか った。 例 え ば、 以下 の3冊 を 山梨

子 ど も図書 館 は10ヶ 月 ～2歳 に な るまで に与 え るべ き絵 本 と して い る

が 、絵 本 ・児 童文 学 研究 セ ンターの リス トで は も う少 し高 い年 齢 の子 ど

も向 けの本 と して設 定 されて い る。

『さか な』(ワ イル ドス ミス、1971)

月齢17ヶ 月 →3～4歳[絵 本 ・児童 文学 研究 セ ンター]

「ぞ うの ボ タ ン』(上 野、1975)

月齢21ヶ 月 →4～5歳[絵 本 ・児 童文 学研 究 セ ンター]

『み ん な うん ち」(五 味、1977)

月齢24ヶ 月 →3～4歳[絵 本 ・児 童 文学研 究 セ ンター]

山梨 子 ど も図 書 館 の選書 リス トで は月 齢17ヶ 月 児 の 「機 軸 に な る選

書 」 と して 『さか な』(ワ イ ル ドス ミス、1978)と 同 じ作 者 の 『と り』

(1979)を 採 用 して い る。 『さか な」 は 「性 差 お よ びプ ラス ・ア ル フ ァ」

の本 と して選 ば れて い る。 どち ら も絵 は輪郭 の は っき りと した原色 の鮮

やか な色 彩 で描 か れ、 文 はそれ ぞ れ の絵 を 「に じます す いす い」、 「み

っ め る ふ くろ う」 の よ うに二語 程度 で短 く説 明 した もの で、 ス トー リ

・一性 はな い
。 これ らは1歳 児 の 「線刻 画 お よび原色 の認識 」 とい う発達

段 階 に対 応 させ て選 書 され て い る。 月齢16ヶ 月児 に導 入 して あ る 「こ

ぐま ち ゃん い た い いた い」(わ か や ま、1971)の 挿 絵 も同様 の特 徴 を持
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っ が、 そ れ が平 面 的 か っ ポス タ ー調 で あ るの に対 し、 『さか な」 や 「と

り』 の そ れ は実 物 に近 く芸 術 性 の高 い美 しい絵 で あ る。3～4歳 児 で も

もち ろん視 覚 的 に十 分楽 しめ る絵 本 で はあ るが、 その時期 の子 ど もは展

開 の あ る物 語 絵本 へ と移 行 して い くので 『さか な』 や 『とり』 の よ うな

文 が非 常 に短 く、 ス トー リー性 の な い絵 本 はや は り1歳 代 で与 え て お く

べ きで あ ろ う。 ,

幼 児前 期 の子 ど もに と って排 泄 とい う基 本 的生 活 習 慣 を身 につ ける こ

とは一 っ の大 きな課題 で あ るが、通 常 トイ レ ・トレー ニ ングは1歳 半 過

ぎに始 め るのが良 い(田 島 ・西 野 ・矢 澤、1985:67)と されて い る。 山

梨 子 ど も図 書 館 の リス トで は 『み ん な うん ち』(五 味、1977)と 『し っ

ご っ こ』(西 内 ・和歌 山、1999)は2歳 直前 の子 ど もの本 と して選 書 さ

れ て い るが、 これ は ち ょうど排 泄 の しっ けが 終了 す る頃 に合 わ せて い る

もの と思 わ れ る。 絵 本 ・児 童 文 学 研 究 セ ン ターの よ うに3～4歳 で は タ

イ ミングがず れ て しま うので はな いだ ろ うか 。

『ぞ うの ぼ たん」(上 野 、1975)に 関 して、絵 本 ・児童 文学 研 究 セ ンタ

ー はな ぜ これ を4～5歳 児 対 象 の本 と して選 書 して い るのだ ろ うか
。 こ

の絵 本 は文 字 の全 く無 い単 色 の線 刻 画 で描 かれ、4っ の ボ タ ンのっ い た

ぬ い ぐるみ の象 の中 か ら、 ボ タ ンが はず れて馬 が 出て くる とい うよ うに、

次 々 と前 よ り も小 さな動物 が 出て くるが、 最後 に小 さな ネ ズ ミのぬ い ぐ

るみの 中か ら大 きな象 が 出 て くる とい う展 開 にな って い る。 これ は明 ら

か に 「線刻 画 と変化 ・順序 へ の初 期 の認 識 」 の発 達段 階 に達 した1歳 代

の子 ど も向 けの本 で あ るか ら、選 書上 の 内容 分 析 不足 で はな いか と思 わ

れ る。

次 に、以 下 の絵本 群 は山梨 子 ど も図書 館 の リス トで は2歳 児 が3歳 に

な る まで に与 え る本 と して選 ばれて い るが、 絵 本 ・児 童文 学 研究 セ ンタ
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一 の リス トで は対象 年 齢 が よ り高 く設定 されて い る もの で あ る。

山梨 子 ども図書 館

月齢28ケ 月

月齢30ケ 月

月齢30ケ 月

月齢31ケ 月

月齢35ケ 月

月齢36ケ 月

月齢36ケ 月

月齢36ケ 月

絵 本 ・児 童 文 学 研 究 セ ンタ ー:3～4歳 向 け

『お お き な か ぶ 』(内 田 、1962)*

『こ ち ゃ まぜ カ メ レオ ン』(カ ー ル 、1978)

『わ た しの ワ ン ピー ス』(に し ま き、1969)

『も り の な か 』(エ ッッ、1963)*

『木 の うた 」(イ エ ラ ・マ リ、1977)

『ち び ゴ リ ラの ち び ち び 』(ボ ー ン ス タイ ン、1978)

「ぐ るん ぱ の よ うち え ん 」(西 内 ・堀 内 、1966)*

『し ょ うぼ う じど う し ゃ じぶ た』(渡 辺 ・山本 、1963>

月 齢32ケ 月

4～5歳 向 け

『ち い さ な ヒ ッ ポ』(M・ ブ ラ ウ ン、1983)

月 齢29ケ 月

月齢30ケ 月

月齢34ケ 月

月 齢35ケ 月

5～6歳 向 け

『は う る ど と む ら さ き の くれ よ ん 』(ジ ョ ン ソ ン、1972)

『ぼ くの くれ よ ん 』(長 、1974)*

『は な を くん くん 』(R.ク ラ ウ ス ・M.シ ー モ ン ト、1967)

『と りか え っ こ』(さ と う ・二 俣 、1978)

以 上 の うち*の 印が 付 けて あ る4冊 と、 絵本 ・児童 文学 研 究 セ ンター

の リス トで0～3歳 児 対 象 の 絵 本 の 中 に入 って い る 「ぐ り と ぐ ら』(中

川 ・大 村、1963)の 計5冊 にっ い て、 山梨子 ど も図書 館 の選 書 リス トで

は2～3歳 児 の成 長 段 階 に応 じて次 の順 序 で導 入 して い る。
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No.1

No.2

lvo.4

No.5

2歳 前～中期:初 期の形態語認識、集合概念の発達

『おお きなかぶ』=初 期の文章語による物語

2歳 中～後期:表 現言語の増加、表象 の表現

『ぼ くの くれよん』=色 彩 ・形主体の広が りを持っ絵本

2歳 中～後期:夢 幻 的な感覚 の終末段階

『もりのなか』=単 純 な繰 り返 しス トー リー

2歳 後期～3歳 前期;初 期 の自然数認識、 自我 の分離

『ぐるんぱのようちえん』=自 己同一化で きる絵本

3歳 前～中期:形 態語 としての語形認識

『ぐりとぐら』=初 期の展開のある物語絵本

同様 に絵本 ・児 童文 学 研 究 セ ンタ ーの ブ ック リス トに沿 って これ ら5

冊 を並 べ て見 ると次 の よ うな順 序 にな る。

No.1

No.2

No.5

0～3歳 前 後:五 感 の発 達、 母子 一体 感覚

『ぐ りと ぐら』

3～4歳 前 後:体 験 の拡 大、 母子 分離 の心 理

「お お きなか ぶ』

『も りのな か』

『ぐるんぱ のよ うち えん』

5～6歳 前 後:自 我 の萌 芽

『ぼ くの くれ よん』

両者 を比 較 して大 きな違 いが見 られ るの は、 『ぼ くの くれ よん』(長 、

1974)と 「ぐり と ぐ ら』(中 川 ・大 村 、1963)の 扱 いで あ る。絵 本 ・児

童 文 学 研 究 セ ン ターで は 『ぐ り と ぐ ら」 を0～3歳 の母 子 一 体 感 覚 を持
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って い る子 ど も向 けの本 と して い るが、 この作 品 は5冊 の うち最 もス ト

ー リー性 の高 い もの な ので
、 や は り山梨 子 ど も図 書館 の よ うに 『もりの

な か」(エ ッツ、1963)の よ うな単 純 な繰 り返 しの あ る物語 を体験 した

後 の段 階 で与 え るのが妥 当 で あ ろ う。

そ して、絵 本 ・児童 文学 研 究 セ ンター は 『ぼ くの くれ よん」 を 自我 の

萌 芽 が み られ る5～6歳 前 後 の子 ど も向 けの本 と して い るが、 この選書

は この時 期 の子 ど もの心理 学 的発 達 に対 応 して い るとは思 え な い。 ま た、

同 セ ンターが5～6歳 児 向 けの本 と して選 ん で い る残 り3冊 の絵本 、 『と

りか え っ こ』(さ と う ・二 俣 、1978)、 『はう る ど とむ らさ きの くれ よん」

(ジ ョ ンソ ン、1972)、 『はな を くん くん」(R.ク ラウ ス ・M.シ ー モ ン ト、

1967)に つ い て も同 様 の こ とが いえ る。 これ らの絵本 は5～6歳 の子 ど

もが 自分 で読 む本 と して は適 切 か も しれ な いが、読 み聞 かせ る本 と して

の導入 は も っと早 い段 階 で して お くべ きで はな いだ ろ うか。

『ぼ くの くれ よん」 は原 色 の鮮 や か な色 彩 で描 かれ た長 新 太 ら しい大

胆 なイ ラス トが特 徴 で 、 巨大 な象 が大 きな ク レヨ ンで青 や赤 や黄 色 に塗

りっ ぶす と、 他 の動 物 たちが そ れ を池 や火事 やバ ナナ だ と思 って惑 わ さ

れ、 と う と う象 は ライ オ ンに しか られ るが、 そ れで も象 は再 び ク レヨ ン

を持 って駆 け出す とい う シー ンで終 わ って い る。 山梨 子 ど も図書 館 で は

2歳 代 は想 像 力 の増 加 を基 本 と した選書 が必 要 な時期 な ので、 「広 が り」

を持 った内容 の本 を選 ぶ こ とを ポイ ン トと して い る。 その選書 例 が 『ぼ

くの くれ よん」 や、 男 の子 が散 歩 しなが らク レヨ ンで描 く絵 が次 々 に現

実化 して い くとい う 『は う る ど とむ らさ きの くれ よん」、 同 じ く森 へ散

歩 に出か けた男 の子 が次 々 に動 物 の仲 間 を従 えて、父 親 が迎 え に来 るま

で楽 しく遊 ぶ とい う 『もりのな か』 で あ る。 これ らは幼児 後期 を迎 え た

5～6歳 の子 ど も向 け とい うよ りは、2歳 児 に適 した本 で は な いだ ろ うか。

『はな を くん くん』 は冬 眠 して い る動 物 た ちが春 の気 配 で次 第 に 目を
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覚 ま し、雪 原 に咲 く一一輪 の小 さな黄色 い花 の もとに駆 けっ けて みん なで

春 の訪 れ を喜 ぶ姿 を、 モ ノ ク ロの落 ち着 い た色 彩 の 中 に花 だ けわ ず か に

明 るい原 色 を効 果 的 に使 って描 いた絵 本 で あ る。 文 は 「み ん な ね む っ

て るよ」 「は なを くん くん」 「みん な か けて く」 とい った短 い フ レー

ズが何 回 も繰 り返 され る。 確 か に季 節 の移 り変 わ りを何 度 か体 験 した4

～5歳 児 に は春 の来 る喜 びが わ か るので、 この絵 本 が よ りよ く理解 で き

るで あ ろ うが 、 そ れ で もこれ は4～5歳 で初 め て導 入 す べ き絵 本 で は な

いだ ろ う。

以上 の よ うな対 象年 齢 のず れ は心 理 学 的発 達 対応 の選 書 に問題 が あ る

とい うよ り も、 む しろ個 々の絵 本 の内容分 析 不 足 に よ るので はな いか と

思 われ る。

おわ りに

本稿では0～3歳 児対象の絵本に限定 して2つ のブックリス トを比較

検討 してみたが、心理学的発達対応 と形態学的発達対応の選書 には共通

点よりも相違点の方が多いこと、そして形態学 という全 く新 しい視点を

採 り入れた方法の方が、急速な成長期にある0～3歳 児の認q,力 の発達

過程に即 したより客観的な選書ができるということがわかった。形態学

的発達対応の選書では、比較的新 しい絵本が多数採用されてお り、それ

らが正確な内容分析に基づいて月齢 ごとに段階的に紹介 されているのが

利点である。

現在入手可能な大多数のブックリス トの問題点のひとっは、定期的な

改訂がそれほど頻繁に行われることが無いので、 どうしても評価の定ま

っている古典絵本に依存する割合が高 くなり、優れた新刊が紹介される

余地があまりないことである。 ブックリス トを作成するか らには、常に
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そ れを ア ップ デ ー トさせ て利 用者 に最 新 情報 を提 供 す るので な けれ ば利

用 価値 が低 い もの にな って しま うので はな いだ ろ うか。 しか し、 そ れ に

は 日本 で毎年3,000冊 近 く出版 され る児 童 書 を丹 念 に読 ん で評 価 す る と

い う膨 大 な時闇 とエ ネル ギー を必 要 とす る作業 が不可 欠 で あ る。

二 つ 目の問題点 は、対 象 年齢 の幅 が広 く、 あ ま りに も多 くの本 が紹 介

され て い る こ とで あ る。 「0～3歳 」 「幼 児」 「幼稚 園児 」 対象 の絵 本 とい

うよ うな大 まか な区分 けで多数 の絵本 が書 名 の五 十音 順 に並 べ られ て い

るよ うな ブ ック リス トで は、個 々 の本 が その年 齢 幅 の子 ど もの どの あ た

りの成 長 段階 に対 応 した本 で あ るか、 ま た紹 介 され て い る数 多 くの本 の

うち どれが基 本 とな る重 要 な本 で、子 ど もが見 た い時 に いっで も手 に取

る ことがで き るよ うに家庭 に備 え てお くのが望 ま しい本 なのか、 そ して

複数 の本 を どの よ うな順 序 で与 え て い くのが子 ど もの発達 段 階 に適 合 し

て い るのか とい った細 か い情報 を入手 す る ことが で きな い こ とで あ る。

0～3歳 児 の選書 に おいて は特 に詳 細 な段 階 的選 書 リス トが必 要 で あ る。

最 後 に、 ブ ック リス トに載 せ る本 を選 択 す る際 に は何 よ り も十 分 な内

容分 析 を行 うこ とが重要 で あ る こ とはい うまで もない。
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「は らぺ こあお む し』E・ カール;借 成社 、1976年 。

『はう るどとむ らさ きの くれよん』C・ ジ ョンソ ン;文 化 出版局、1984年 。

『ぶたたぬ ききっねね こ』馬場 のぼ る;こ ぐま社、1978年 。

『ぼ くの くれ よん』長新太;講 談社、1974年 。

『ぼ くのせか いをひとまわ り』M・W・ ブ ラウ ン、C・ ハ ー ド;評 論社 、2001年 。

「まい ごにな ったぞ う』寺村輝 夫、村上 勉;借 成社、1989年 。

『ままですす きですす て きです』谷川俊 太郎、 タイガー立石;福 音館書店 、1986年 。

『みん な うん ち』五味太郎;福 音 館書 店、1977年 。

「もうねんね』松谷み よ子、瀬川康男;童 心 社、1968年 。

『もけ らもけ ら』山下洋輔 、元 永定正;福 音 館書店、1990年 。

「もこも ごもご』谷川俊太郎、 元永定正;文 研 出版、1977年 。

「もりのなか』M・H・ エ ッツ;福 音館書店、1963年 。

「わた しの ワ ンピース』 に しま きかや こ;こ ぐま社、1969年 。

「わにがわ になる』多 田 ヒロシ;こ ぐま社、1977年 。


